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次
に
掲
載
す
る
国
立
公
文
書
所
蔵
の
「
明
細
短
冊
」
か
ら
上
池
院
家

を
抜
き
出
し
て
み
る
。
亥
（
文
久
三
年
力
、
一
八
六
三
）
『
坂
上
池
院
明

細
短
冊
」
二
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
」
四
六
七
五
）
に
は
、

祖
父
坂
□
□
口
死
□
□
□

父
坂
□
口
院
死
泰
姫
［
］

高
五
百
石
常
陸
蓉
率
鋤
鋤
坂
上
池
院

亥
歳
四
十
五

嘉
永
元
申
年
四
月
十
日
従
御
番
医
師
就
病
気
奉
願
小
普
請
口
文
久

三
亥
年
三
月
廿
三
日
従
講
武
所
奉
行
支
配
刻
入
同
年
六
月
十
九
日

医
学
所
艦
定
口
被
仰
付
御
役
金
御
免
勤
仕
並

と
あ
り
、
ま
た
丑
（
慶
応
元
年
力
、
一
八
六
五
）
『
坂
上
池
院
明
細
短
冊
』

（
『
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
」
四
六
七
五
、
小
西
四
郎
監
修
・
熊
井
保
他
編
『
江
戸

幕
府
臣
人
名
事
典
」
二
、
新
人
物
往
来
社
、
一
七
三
頁
、
一
九
九
二
年
、
以
下

『
幕
臣
』
と
略
す
。
熊
井
保
編
「
改
訂
新
版
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
」
全
一
巻
、

新
人
物
往
来
社
、
四
六
八
頁
、
一
九
九
八
年
、
以
後
『
新
幕
臣
』
と
略
す
）
に

は
、

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
九
）

ｌ
坂
四
家
の
『
官
医
家
譜
』
な
ど
（
二
）
Ｉ

香
取
俊
光

祖
父
坂
上
池
院
死
小
普
請

父
坂
上
池
院
死
泰
姫
君
様
御
附
奥
詰
御
医
師

相
勤
申
候

高
五
百
石
常
陸
鉢
率
却
”
坂
上
池
院

丑
歳
四
十
七

嘉
永
元
申
年
四
月
十
日
従
御
番
医
師
就
病
気
奉
願
小
普
請
入
文
久

三
亥
年
三
月
廿
三
日
従
講
武
所
奉
行
支
配
刻
入
同
年
六
月
十
九
日

医
学
所
艦
定
役
被
仰
付
御
役
金
御
免
勤
仕
並

と
あ
る
。

（
む
ね
手
乱
ご

領
地
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
宗
純
の
項
目
に
元
禄
十
一
年
（
一
七
○

○
）
七
月
二
日
二
寛
政
譜
』
で
は
元
禄
十
年
七
月
二
十
六
且
に
常
陸
国
鹿

島
・
茨
城
両
郡
に
五
百
石
を
賜
わ
っ
た
と
あ
る
。
幕
末
を
表
す
木
村
礎

校
訂
『
旧
高
旧
領
取
調
恨
」
関
東
編
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
六
九
年
）
で
み

る
と
、

常
陸
国
茨
城
郡
上
飯
沼
村
三
三
石
三
五
五
○
↓
若
森
県

あ
め
が
い

上
雨
ケ
谷
村
三
五
石
二
○
三
六
↓
若
森
県

あ
め
が
い

下
雨
ケ
谷
村
二
六
石
九
四
八
六
↓
水
戸
県

お
お
だ
ら

大
足
村
二
三
四
石
三
六
五
四
↓
水
戸
県

池
野
辺
村
二
四
四
石
一
七
五
○
↓
水
戸
県

と
く
し
ゆ
く

鹿
島
郡
徳
宿
村
九
五
石
三
九
七
○
↓
宮
谷
県

合
計
六
七
四
石
四
四
四
六

と
、
元
禄
期
と
同
じ
か
は
確
認
で
き
な
い
が
常
陸
国
茨
城
郡
五
ケ
村
・

鹿
島
郡
一
ケ
村
の
計
六
ケ
村
が
所
領
で
あ
っ
た
。
幕
末
に
は
六
百
七
十
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お
お
だ
ら
い
け
の
》
ぺ

四
石
四
斗
四
升
四
合
六
夕
の
実
高
で
あ
り
、
大
足
・
池
野
辺
の
二
ケ
村

が
収
入
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
池
院
家
は
、
他
の
旗
本

と
同
じ
よ
う
に
領
地
を
一
ケ
村
で
所
有
す
る
と
災
害
に
あ
っ
て
打
撃
を

受
け
や
す
く
、
そ
の
た
め
に
数
ケ
村
に
わ
た
り
領
有
し
て
い
る
。
他
の

坂
一
族
は
蔵
米
取
り
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
対
し
、
上
池
院
家
は
知

行
取
り
と
い
う
領
主
の
面
を
持
っ
て
い
た
。

あ
い
き
ゅ
う

ま
た
、
村
単
位
で
見
れ
ば
、
数
人
の
領
主
に
よ
っ
て
「
相
給
」
支
配

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
関
東
甲
豆
郷
帳
』
（
近
藤
出
版
、
一
九
八
八

年
）
で
『
元
禄
郷
帳
」
を
見
る
と
村
高
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

常
陸
国
茨
城
郡
上
井
飯
沼
村
三
九
○
石
四
五
一
○
○

あ
め
が
い

上
雨
ケ
谷
村
二
○
○
、
四
六
五
○
○

あ
め
が
い

下
雨
ケ
谷
村
一
三
六
、
一
三
○
○
○

池
野
辺
村
一
二
二
八
、
三
八
○
○
○

お
お
だ
ら

大
足
村
一
六
八
○
、
六
一
七
○
○

鹿
島
郡
徳
宿
村
九
三
七
、
九
六
五
○
○

と
あ
り
、
同
じ
く
『
天
保
郷
帳
』
を
見
る
と
、

常
陸
国
茨
城
郡
上
井
飯
沼
村
三
九
○
、
六
三
二
七
○

あ
め
が
い

上
雨
ケ
谷
村
二
六
九
、
五
二
五
○
○

あ
め
が
い

下
雨
ケ
谷
村
一
六
一
、
六
七
一
○
○

池
野
辺
村
一
二
三
一
、
四
二
五
九
○

大
足
村
一
六
七
五
、
九
六
九
○
○

鹿
島
郡
徳
宿
村
九
三
五
、
二
三
九
○
○

と
あ
り
、
「
旧
高
旧
領
内
取
調
帳
』
で
上
池
院
家
以
外
の
各
村
の
相
給
支

配
を
あ
げ
る
と
、

寸志
咽

録

御
い
黙 敬
型
、

寺町
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図3茨城県東茨城郡周辺（マップフアンIIIより）
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か
み
い
い
い
ま

上
飯
沼
村
三
九
○
石
七
七
二
○
（
七
給
）

安
藤
伝
蔵
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・
河
野
鎮
之
充
・
小
菅
一
太
郎
・

鹿
島
神
社
朱
印
・
廃
跡
宝
性
院
除
地

あ
め
が
い

上
雨
ヶ
谷
村
二
三
○
石
六
四
五
○
（
六
給
）

安
藤
伝
蔵
・
川
野
太
朗
右
衛
門
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・
曽
我
権
右

衛
門
・
法
恩
寺
除
地

あ
め
が
い

下
雨
ヶ
谷
村
一
六
○
石
九
五
五
四
（
五
給
）

安
藤
伝
蔵
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・
川
野
太
朗
右
衛
門
・
廃
跡
宝
性

院
除
地おお
だ
ら

大
足
村
一
七
○
一
石
四
九
三
八
（
十
五
給
）

笠
間
藩
・
麻
生
藩
・
安
藤
伝
蔵
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・
河
野
鎮
之

允
・
千
波
村
円
通
寺
朱
印
・
稲
荷
神
社
朱
印
・
富
士
神
社
除
地
・

廃
跡
阿
弥
陀
院
朱
印
・
黒
磯
村
加
茂
神
社
除
地
・
廃
跡
真
蔵
院
除

地
・
同
千
福
院
除
地
・
同
威
徳
院
除
地
・
同
同
観
音
院
除
地

い
け
の
ぺ

池
野
辺
村
一
二
二
九
石
四
二
○
（
八
給
）

安
藤
伝
蔵
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・
河
野
鎮
之
允
・
井
出
隼
人
・
鹿

島
神
社
除
地
・
持
宝
院
除
地
・
廃
跡
宝
寿
院
除
地

と
く
し
ゆ
く

徳
宿
村
九
○
五
石
二
四
○
○
（
七
給
）

小
川
達
太
郎
・
大
井
左
大
夫
・
宮
城
篤
蔵
・
中
山
五
郎
左
衛
門
・

河
野
鎮
之
允
・
佐
野
与
八
郎

と
な
り
、
こ
の
相
給
支
配
が
村
で
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
か
を
窺

（
９
）

う
史
料
を
紹
介
す
る
と
、

（
雨
ヶ
谷
村
）
元
禄
十
一
年
分
郷
二
相
成

内
藤
重
兵
衛
高
三
袷
四
石
弐
斗
六
勺
吉
左
街
門
勤
メ

二
番
目
に
紹
介
す
る
の
は
坂
真
庵
宗
之
の
家
系
で
、
『
官
医
家
譜
」
十

四
に
所
収
さ
れ
、
『
寛
政
譜
」
第
五
（
二
六
六
～
七
頁
）
の
方
が
、
個
々
の

経
歴
や
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
が
あ
っ
て
詳
し
い
。

源
姓

厳
有
院
殿
（
徳
川
家
綱
）
御
代

坂
家
紋
三
シ
桔
梗

高
弐
百
俵

く
ぷ
つ

じ
ゆ
う
ぶ
つ

し
ぶ
つ

き
そ
う
だ
い
ゆ
う
か
ば
う

一
九
仏
）
‐
（
十
仏
）
‐
（
士
仏
）
Ｈ
一
鰐
計
艀
熱
》
禅

星
合
甚
四
郎
高
同
長
兵
衛
勤
メ

中
山
半
右
衛
門
高
同
太
兵
衛
勤
メ

（
河
）川
野
太
郎
右
衛
高
同
市
郎
右
衛
門
勤
メ

坂
上
池
院
高
同
伝
兵
衛
勤
メ

五
給
分
郷
二
相
成
候
節
村
各
［
］
相
勤

と
あ
り
、
相
給
と
は
土
地
を
分
割
し
て
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
る

が
、
村
の
中
で
は
土
地
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
史
料
に

よ
り
領
主
毎
に
村
人
が
割
り
当
て
ら
れ
て
年
貢
や
そ
の
他
の
諸
役
を
勤

め
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

上
池
院
家
の
領
地
六
ヶ
村
を
現
在
の
行
政
区
域
に
比
定
す
る
と
常
陸

か
み
い
い
い
ま
あ
め
が
い
あ
め
が
い

国
茨
城
郡
上
飯
沼
・
上
雨
ケ
谷
・
下
雨
ケ
谷
の
三
ケ
村
が
茨
城
県
東
茨

お
お
あ
し

う
ち
は
ら
い
け
の
べ

城
郡
茨
城
町
、
大
足
村
が
同
県
同
郡
内
原
町
、
池
野
辺
村
が
同
県
笠
間

と
く
し
ゆ
く

ほ
こ
た

（
川
）

市
鹿
島
郡
徳
宿
村
が
鹿
島
郡
鉾
田
町
で
あ
る
（
図
３
参
照
）
。
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「－
へ

畠’
ーI

Ｆ
（
謡
雌
宗
健

（
上
池
院

け
い
が
ん

Ｉ
（
桂
巌
玄
昌
上
池
院
法
印
）

’
１
（
女
子
）

そ
う
せ
つ

Ｉ
（
宗
説
民
部
卿
坂
上
池
院
本
家
、
内
科
医
員
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｐ
て
》
」
里
ノ

ー
（
祖
光
雪
岩
常
照
庵
）

Ｉ
（
女
子
）坂
上
池
院
法
印
宗
仙
次
男
（
四
男
）

三
益
吉
之
助

じ
ゆ
せ
ん

Ｉ
（
寿
仙
）（
正
保
三
年
召
さ
れ
て
徳
川
家
光
に
仕
え
奉
り
、
御
医
師
に
列
し
、

六
月
二
十
五
日
に
初
め
て
拝
謁
し
）
（
タ
イ
ト
）
厳
有
院
殿
（
徳
川
家

か
く
い
ん

Ｉ
（
覚
胤
）

（
上
池
院
民
部
卿
）

い
て
ん

惟
天
）
１
１

と
も
の
り

法
常
坊
勝
顕
院
法
印
坂
幽
玄
友
昇
祖
、

ｌ
（
定
国
）
Ｉ
（
光
国
）

（
定
智
民
部
卿
法
印
）

宗
催
、

じ
よ
う
こ
ぐ
こ
う
こ

民
部
卿
）

と
う
あ
ん

洞
庵
）
Ｉ

Ⅱ ［

｜
鯏
獅
罐
梨
辮
浄
糾
薙
葬
唾
鯉
一
闘
貼
湘
幅
報
評
繩
一

Ｆ
急
塞
三
雲
奉
嘩
中
痛
鵜
峠
鰹
謂
噛
蕊
難
瀧
門
轆
蔑
一

じ
ゆ
せ
ん

む
れ
ゆ
き

｜
…
実
諭
三
男
延
縄

ｒ
Ｉ
宗
真
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ

曝
娃

養
子
承
応
二
年
三
月
廿
五
日
家
督
（
小
普
請
）
天
和
一

み
ち
つ
れ

（
八
）
月
廿
二
（
五
）
日
（
大
膳
亮
好
庵
道
舞
・
辻
春
達
高

き
に
）
日
記
役

（
代
わ
る
代
わ
る
土
圭
間
に
候
す
べ
き
旨
を
蒙
る
）
貞
享
二
年
十

二
月
廿
三
日
加
秩
百
俵
（
計
二
百
俵
）
同
四
年
六
月
七
日
日
記

役
相
止
寄
合
元
禄
七
年
十
一
月
廿
二
（
一
）
日
御
番
医
師
正
徳

二
年
六
月
廿
八
日
死
（
法
名
宗
真
）
同
寺
二
葬
（
母
は
近
藤
源

五
左
衛
門
正
之
が
女
）

T一

宗§
な

長ど元
禄
六
年
十
一
月
十
五
日
（
徳
川
綱
吉
に
）
所
見
正
徳
二
年
八

月
廿
八
（
七
）
日
家
督
小
普
請
延
享
元
年
七
月
廿
八
日
死
六
十

九
才
（
法
名
元
益
）
同
寺
二
葬
（
母
は
某
氏
が
女
、
妻
は
大
膳
亮

み
ち
つ
れ

好
庵
道
舞
が
女
）

み
ち
ま
さ

み
ち
つ
ね

（
道
和
実
東
大
膳
亮
好
庵
道
舞
が
養
子
）

元
益
吉
太
郎
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丁
（
女
子
）

ｒ
（
艤
毒
元
寿
玄
寿
内
田
玄
勝
正
秀
が
養
子
）

む
れ
み
ち

Ｉ
（
宗
道
春
益
父
に
先
立
ち
て
死
す
）

Ｉ
（
女
子
本
間
忠
兵
衛
清
盈
三
男
）

実
本
間
忠
兵
衛
清
盈
三
男

実
庵
吉
十
郎

Ｉ
裁
ひ
蕊享
保
十
九
年
養
子
延
享
元
年
十
月
二
日
家
督
小
普
請
宝
暦
七
年

十
月
九
日
御
番
医
師
安
永
五
年
五
月
廿
六
日
死
五
十
二
（
五
）
才

（
法
名
宗
英
）
同
寺
二
葬
（
母
は
宗
長
が
女
、
妻
は
長
崎
氏
が
女
）

真
庵
寿
一
郎

（
む
れ
ゆ
き
）

ｌ
宗
之安
永
五
年
八
月
六
日
家
督
小
普
請
（
時
に
二
十
九
才
）
天
明
二
年

三
月
五
日
御
番
医
師
（
母
は
長
崎
氏
が
女
、
妻
は
佐
合
益
庵
宗
潭
が

女
）

三
益
吉
十
郎

（
む
れ
よ
し
）

ｌ
宗
偉寛
政
十
年
十
二
月
廿
一
三
）
日
（
徳
川
家
斉
に
）
所
見
（
時
に
二

十
六
才
）
同
十
二
年
八
月
五
日
医
業
出
精
し
他
科
之
事
二
思
召
猶

又
出
精
可
致
旨
被
仰
渡

ま
さ
き
よ

’
（
正
清
五
郎
次
郎
）

次
に
同
家
の
系
譜
を
「
医
家
藩
翰
譜
』
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請

求
番
号
一
五
五
’
二
）
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
「
官
医
家
譜
」
や
「
寛
政

譜
」
に
比
べ
て
詳
細
な
記
事
か
見
え
る
。

高
弐
百
俵
坂
真
庵
宗
之

坂
上
池
院
法
印
宗
仙
か
三
男
坂
寿
仙
か
末
な
り
。
寿
仙
ハ
三
益
と
号
し
、

針
治
の
療
術
に
精
し
て
以
て
（
タ
ィ
ト
ゥ
）
大
猷
公
（
徳
川
家
光
）
の
御
時
に
召

出
さ
れ
、
慶
安
二
年
己
丑
十
二
月
十
五
日
に
年
俸
百
俵
を
賜
ふ
処
、
同

五
年
壬
辰
七
月
廿
八
日
死
去
し
、
谷
中
の
瑞
応
山
南
泉
寺
に
葬
り
て
法

名
を
哲
嬰
三
益
居
士
と
号
し
け
る
。
其
養
子
坂
実
庵
宗
真
と
い
ふ
、
初

三
益
と
号
し
、
承
応
二
年
癸
巳
の
三
月
廿
五
日
養
父
の
遺
跡
を
賜
、
年

俸
百
俵
を
継
承
し
、
小
普
請
組
と
な
り
、
天
和
三
年
癸
亥
の
七
月
廿
二

日
日
記
役
に
召
出
さ
れ
、
貞
享
二
年
乙
丑
十
二
月
廿
三
日
御
加
増
百
俵

合
せ
て
年
俸
三
百
俵
を
下
さ
る
。
同
四
年
丁
卯
六
月
七
日
日
記
役
ウ
ア

ミ
寄
合
御
医
師
と
な
る
。
元
禄
七
年
甲
戌
十
一
月
廿
二
日
表
御
番
医
師

に
命
せ
ら
れ
け
る
か
、
同
十
二
年
己
卯
閏
九
月
十
日
御
赦
金
小
判
三
千

両
を
頂
戴
し
、
正
徳
二
年
壬
辰
六
月
廿
八
日
二
死
去
、
南
泉
寺
先
続
の
側

に
葬
り
、
法
名
禅
了
宗
真
と
号
す
。
其
子
坂
元
益
宗
長
は
元
禄
六
年
癸

酉
十
一
月
廿
五
日
初
て
（
拾
頭
）
憲
廟
（
徳
川
綱
吉
）
に
拝
観
し
奉
り
、
正
徳

二
年
医
壬
辰
の
秋
八
月
廿
七
（
八
）
日
父
実
庵
（
宗
真
）
遺
跡
を
継
、
年

棒
弐
百
俵
を
相
継
し
て
小
普
請
組
大
久
保
淡
路
守
か
組
と
な
り
、
そ
の

後
竹
中
周
防
守
か
支
配
の
時
延
享
元
年
甲
子
の
七
月
廿
八
日
春
秋
六
十

九
歳
に
し
て
死
去
、
南
泉
寺
葬
り
、
法
名
実
翁
元
益
と
そ
号
し
け
る
。

む
ね
み
ち

其
子
坂
真
益
（
宗
道
）
ハ
父
よ
り
先
に
死
去
せ
し
故
に
、
其
子
坂
実
庵
宗

英
は
孫
た
る
を
以
て
嗣
と
し
、
延
享
元
年
甲
子
十
一
（
十
）
月
二
日
亡
父

元
益
（
宗
長
）
か
遺
跡
を
継
き
俸
米
二
百
俵
を
賜
う
。
小
普
請
組
竹
中
周
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防
守
支
配
と
な
る
。
宝
暦
七
年
丁
丑
十
月
九
日
奥
御
（
番
）
医
師
に
命
せ

ら
れ
、
安
永
五
年
丙
申
五
月
廿
六
日
春
秋
五
十
二
歳
に
て
死
去
、
南
泉

寺
に
葬
り
、
法
名
を
実
庵
宗
英
と
号
す
。
其
子
坂
真
庵
宗
之
と
て
安
永

五
年
丙
申
の
秋
八
月
六
日
父
実
庵
宗
英
の
遺
跡
を
継
て
俸
米
二
百
俵
を

相
継
し
小
普
請
組
岡
野
外
記
か
支
配
と
な
り
、
家
業
益
第
一
な
り
。
（
天

明
二
年
三
月
五
日
御
番
医
師
、
そ
の
子
三
益
宗
偉
、
寛
政
十
年
十
二
月
廿
一
日

初
見
同
十
二
年
八
月
五
日
医
業
出
精
し
他
科
之
事
二
思
召
猶
又
出
精
可
致
旨

被
仰
渡
）

「
武
鑑
』
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
に
は
、

（
惣
御
医
者
）

二
百
俵

御
か
ち
丁
（
御
徒
町
）

（
御
医
子
息
）

父
実
庵

と
あ
り
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
に
は
、

（
御
番
医
師
）

二
百
俵

下
谷
御
か
ち
丁

（
惣
医
師
子
息
）

父
実
庵

下
や
御
か
ち
丁

と
あ
り
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
、

（
惣
御
医
師
）

坂
実
庵
（
宗
真
ヵ
）

坂
元
益
（
宗
長
力
）

坂
実
庵
（
宗
真
ヵ
）

坂
元
益
（
宗
長
力
）

（
惣
医
師
子
息
）

父
実
庵

と
あ
り
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

（
惣
御
医
師
）

と
あ
り
、
明
和
四
年
二
七
六
七
）
に
は
、

（
表
御
番
医
師
西
御
丸
ヲ
兼
御
勤

と
あ
り
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
、

（
表
御
番
医
師
西
御
丸
ヲ
兼
御
勤
）

坂
実
庵
（
宗
英
力
）

（
７
）

と
あ
る
。
文
化
八
年
（
一
八
二
）
六
月
禄
「
官
医
分
限
帳
』
に
は
、

高
弐
百
俵
坂
真
庵

（
８
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
文
政
度
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
『
官
医
分
限
」
に
は
、

一
弐
百
俵
本
石
丁
坂
真
奄

と
あ
り
、
『
旗
本
事
典
」
（
一
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、

項
目
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

し
ん
あ
ん
む
れ
ゆ
き

名
前
坂
真
庵
宗
之
坂
真
庵

禄
高
二
百
俵
二
百
俵

知
行
地
ｌ

本
国
山
城

本
姓
源
義
光
土
岐
流

二
百
俵
以
下
各
御
番
料
百
俵
宛
）

坂
実
庵
（
宗
英
力
）

こ
干
企
、

１
１

坂
元
益
（
宗
長
力
）

坂
元
益
（
宗
長
力
）

坂
元
益
（
宗
長
力
）
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参
考
文
献
・
注

（
９
）
「
茨
城
町
史
」
地
誌
篇
（
二
八
四
頁
）
。

番
役
筋
（
医
家
）

勤
仕
時
（
猷
廟
・
大
猷
院
徳
川
家
光
代
正
保
三
年
）

家
紋
三
桔
梗

年
令
未
五
十
二

役
職
御
番
医
師

寺
（
谷
中
南
泉
寺
）

屋
敷
町
屋
敷
本
銀
町
二
丁
目
横
町
本
銀
町

亥
（
文
久
三
年
ヵ
、
一
八
六
三
）
「
坂
春
庵
明
細
短
冊
」
（
『
幕
匡
二
、

一
七
三
頁
。
『
新
幕
臣
』
四
六
八
頁
）
に
は
、

祖
父
坂
真
庵
死
奥
詰
御
医
師

父
坂
真
庵
死
奥
詰
御
医
師

高
弐
百
俵
埜
蛎
鋤
鋤
坂
春
庵

亥
六
十
三
歳

外
百
俵
御
番
料

文
政
十
一
子
年
十
二
月
部
屋
住
よ
り
被
召
出
御
番
医
師
天
保
十
四

卯
年
三
月
廿
九
日
父
真
庵
願
之
通
隠
居
被
仰
付
家
督
被
下
置
同

年
十
二
月
五
日
奥
詰
御
製
薬
所
掛
被
仰
付
嘉
永
六
丑
文
［

］
松
栄
院
様
御
師
被
仰
付
奥
詰
是
迄
之
通
可
勤
旨
被
［

］
薬
所
掛
被
仰
付
文
久
三
亥
年
四
月
九
日
奥
詰
医
師
並

溶
姫
君
様
御
医
師
被
仰
付
翌
十
日
御
同
所
様
御
匙
被
仰
付
同

六
月
加
州
金
沢
表
江
罷
越
申
候

（
皿
）
そ
れ
ぞ
れ
の
村
は
『
茨
城
町
史
』
通
史
編
・
地
誌
篇
・
『
内
原
町
史
」

通
史
編
・
『
笠
間
市
史
』
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
鉾
田
町
は
編
纂
中
で
あ

る
。
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
『
茨
城
町
史
』

地
誌
編
（
茨
城
町
、
一
九
九
八
年
）
で
数
ケ
村
に
つ
い
て
概
要
を
抜
き
出

し
て
み
る
。
但
し
、
『
茨
城
町
史
』
で
は
、
上
池
院
家
を
医
師
と
は
考
え

ら
れ
ず
度
々
「
坂
上
氏
」
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
。

上
飯
沼
村
（
二
一
九
～
二
二
七
頁
）

ひ
い
ま

位
置
…
茨
城
町
の
西
部
、
個
沼
川
の
右
岸
に
位
置
し
、
北
は
個
沼
川
を

の
そ

お
ぱ
た

境
に
野
曽
、
東
は
下
飯
沼
、
南
は
小
幡
、
美
野
里
町
の
一
部
、
西
は
飯
沼

に
接
す
る
。
地
域
は
北
側
の
水
田
地
帯
と
南
の
台
地
に
二
分
さ
れ
、
台
地

の
北
部
を
主
要
地
方
道
茨
城
・
岩
間
線
が
横
断
し
、
県
道
小
岩
戸
・
赤
塚

停
車
場
線
が
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
。
集
落
は
こ
の
二
本
の
道
路
沿
い

に
集
中
し
て
い
る
。
地
内
は
上
飯
沼
と
上
飯
沼
南
部
の
二
つ
の
区
か
ら

成
る
。
戸
数
・
世
帯
数
・
人
口
：
．
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
二
の
戸
数
三
八
、

う
ま
や

人
口
二
五
七
、
厩
二
六
、
言
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
茨
城
県
）
。

沿
革
…
（
中
略
）
「
元
禄
郷
帳
」
に
よ
れ
ば
、
旗
本
小
菅
氏
・
内
藤
氏
．

中
山
氏
・
星
合
氏
・
河
野
氏
・
坂
上
氏
の
相
給
知
行
。
ほ
か
に
鹿
島
明
神

社
領
。
村
高
は
こ
の
「
元
禄
郷
帳
」
で
三
九
○
石
余
。

ふ
く
し
ょ
う
じ

な
お
、
「
上
飯
沼
年
代
季
」
（
福
性
寺
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
秋
田
氏
移
封

後
の
幕
府
代
官
・
領
主
変
遷
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
正
保
二
年
（
一
六

四
五
）
か
ら
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
ま
で
代
官
伊
奈
支
配
、
万
治
元
年

か
ら
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
ま
で
旗
本
本
田
氏
知
行
、
天
和
二
年
か
ら

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
ま
で
代
官
深
谷
支
配
、
貞
享
二
年
か
ら
旗
本
小

菅
氏
知
行
と
な
っ
て
い
る
。

上
雨
ヶ
谷
（
二
八
三
～
二
九
六
頁
）
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位
置
：
・
茨
城
町
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
と
西
は
美
野
里
町
、
東
は
北

く
ろ

げ
ざ

東
か
ら
南
東
に
ゆ
る
い
狐
を
描
い
て
流
れ
る
黒
川
を
境
に
下
座
、
南
は

し
も
あ
め
が
い

と
も
え

黒
川
を
境
に
下
雨
ヶ
谷
、
南
西
部
は
南
東
流
す
る
巴
川
を
境
に
小
川
町

に
接
す
る
。
黒
川
と
巴
川
に
は
さ
ま
れ
た
舌
状
台
地
を
王
と
し
、
両
川
流

域
に
水
田
が
あ
る
。

戸
数
・
世
帯
数
．
人
口
…
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
男
一
五
、
女
一
四
、

計
二
九
人
。
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
男
一
八
、
女
一
五
、
計
三
三
人
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
男
七
、
女
一
五
、
計
一
三
人
（
「
宗
門
御
改
人

別
帳
」
、
天
神
俊
信
家
文
書
）
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
二
八
戸
、

一
九
八
人
、
厩
一
四
二
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
茨
城
県
）
。

下
雨
ケ
谷
（
二
九
七
～
三
○
三
頁
）

戸
数
・
世
帯
数
．
人
口
…
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
戸
数
二

五
、
人
口
一
七
四
、
厩
一
二
。
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
茨
城
県
）
。

つ
ぎ
に
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
茨
城
県
（
角
川
書
店
、
一
九
九

六
年
、
以
後
「
角
川
」
と
略
す
）
と
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
８
茨
城
県

の
地
名
」
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
以
後
「
平
凡
」
と
略
す
）
と
で
、

各
村
を
見
て
み
る
。

か
み
い
い
い
ま
上
飯
沼
〈
茨
城
町
〉
（
角
川
三
○
三
頁
）

ひ
い
ま

澗
沼
川
中
流
右
岸
に
位
置
す
る
。
縄
文
時
代
の
仲
野
場
遺
跡
、
神
塚
古

墳
群
が
あ
る
。
飯
沼
城
は
南
北
朝
期
に
桜
井
尊
房
が
築
城
し
た
と
推
定

さ
れ
、
以
後
代
々
桜
井
氏
が
居
城
し
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
約
一
伽
の

本
丸
跡
と
空
壕
の
一
部
が
残
る
。

〔
近
世
〕
上
飯
沼
村
江
戸
期
～
明
治
一
三
年
の
村
名
。
常
陸
国
茨
城

郡
の
う
ち
。
飯
沼
村
が
正
保
～
元
禄
年
間
に
当
村
と
下
飯
沼
村
に
分
村

（
新
編
常
陸
）
。
は
じ
め
佐
竹
氏
領
、
元
禄
年
間
は
旗
本
小
菅
氏
・
内
藤
氏

ほ
か
三
氏
の
相
給
、
幕
末
期
は
幕
府
と
旗
本
小
菅
氏
ほ
か
三
氏
の
相
給
。

村
高
は
、
「
元
禄
郷
帳
」
「
天
保
郷
帳
」
「
旧
高
簿
」
と
も
に
三
九
○
石
余
。

神
社
は
鹿
島
明
神
（
新
編
常
陸
）
。
明
治
初
年
頃
ま
で
に
飯
沼
新
田
を
分

村
。
幕
末
期
に
は
鯉
渕
勢
に
属
し
て
天
狗
勢
と
戦
っ
た
。
明
治
四
年
茨
城

県
、
同
二
年
東
茨
城
郡
に
所
属
。
明
治
一
三
年
川
根
村
の
大
字
と
な

プ
（
）
Ｏ

［
近
代
］
上
飯
沼
明
治
一
三
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
川
根
村
、

昭
和
三
○
年
か
ら
は
茨
城
町
の
大
字
。
明
治
二
四
年
の
戸
数
三
八
・
人
口

二
五
七
、
厩
二
六
、
船
一
・

上
飯
沼
村
現
在
ｌ
茨
城
町
上
飯
沼
（
平
凡
二
六
一
頁
上
）

ひ
ぬ
ま

き
ぺ

澗
沼
川
の
右
岸
に
位
置
し
、
西
は
木
部
村
。
中
世
は
宍
戸
氏
の
支
配
下

に
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
は
元
禄
郷
帳
に
「
上
飯
沼
村
」
と
み
え
、
天
領
．

旗
本
領
。
幕
末
の
村
高
は
天
領
六
六
・
五
石
余
の
ほ
か
中
山
・
坂
上
（
坂

の
誤
り
）
・
河
野
・
小
菅
各
氏
の
知
行
高
各
三
三
・
三
石
余
、
鹿
島
神
社

の
朱
印
地
三
石
と
な
っ
て
い
る
。
（
各
村
旧
高
簿
）
。

慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
秋
田
知
領
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
御
知
行
之

覚
（
秋
田
家
文
書
）
に
、
い
塾
沼
村
七
九
四
・
五
二
石
と
あ
る
。
古
く
は

飯
沼
村
一
村
で
あ
っ
た
が
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
～
八
八
）
に
上
飯
沼
．

下
飯
沼
、
飯
沼
新
田
（
現
飯
沼
）
の
三
村
に
分
れ
た
（
茨
城
県
町
村
沿
革

誌
）
と
い
う
。

「
新
縞
常
陸
国
誌
」
に
は
「
旧
下
飯
沼
村
卜
同
村
ナ
リ
シ
ニ
、
正
保
、

元
禄
ノ
間
、
分
カ
レ
テ
上
下
二
村
ト
ナ
ル
、
コ
ノ
村
元
禄
十
五
年
ノ
石
高

三
百
九
十
石
四
斗
五
升
一
合
、
後
木
部
村
ノ
界
二
新
田
ヲ
置
く
、
之
ヲ
飯

沼
新
田
ト
云
う
」
と
あ
る
。
飯
沼
新
田
は
旗
本
領
で
、
幕
末
は
小
菅
氏
の

知
行
地
、
高
一
四
九
石
余
（
各
村
旧
高
簿
）
。
鹿
島
神
社
は
大
同
三
年
（
八

○
八
）
の
鎮
斎
と
い
い
、
朱
印
地
三
石
余
を
有
し
た
。
旧
村
社
。

飯
沼
城
跡
現
在
ｌ
茨
城
町
上
飯
沼
館
之
内
（
平
凡
二
六
一
頁
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中
）
か
わ
れ

ふ
く
し
よ
う

川
根
小
学
校
の
南
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
福
性
寺
の
東
隣
に
あ
る
。

戦
国
時
代
に
桜
井
尊
房
が
築
城
し
た
と
い
う
。
天
正
年
間
（
一
五
七
三

～
九
二
）
桜
井
氏
は
江
戸
氏
の
勢
力
下
に
あ
り
、
同
一
八
年
佐
竹
義
宣
が

江
戸
氏
の
水
戸
城
を
攻
め
た
の
で
桜
井
氏
も
江
戸
氏
と
と
も
に
戦
っ
た

が
、
敗
れ
て
城
を
明
渡
し
た
と
伝
え
る
。
福
性
寺
文
書
に
は
戦
国
末
期
の

城
主
と
し
て
桜
園
氏
の
名
が
記
さ
れ
る
。
城
跡
は
単
な
る
築
城
形
式
で

は
な
く
、
二
重
土
塁
や
戦
国
空
堀
な
ど
戦
国
台
地
城
郭
の
特
徴
を
有
す
。

原
形
を
損
ね
て
い
る
が
、
空
堀
・
本
丸
跡
が
残
る
。

ふ
く
し
よ
う

福
性
寺
現
在
ｌ
茨
城
町
上
飯
沼
館
之
内
（
平
凡
二
六
一
頁

中
）

飯
沼
城
跡
の
西
隣
に
あ
る
。
天
台
宗
で
、
三
池
山
普
門
院
と
号
す
る
。

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
元
弘
年
間
（
一
三
三
一
～
三
四
）
に
桜
井
氏
が
菩

提
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
い
わ
れ
、
境
内
に
は
桜
井
尊
房
の
墓
が
あ
る
。

「
新
編
常
陸
国
誌
」
の
下
飯
沼
村
項
に
み
え
、
吉
田
村
（
現
水
戸
市
）
薬

王
院
末
で
、
「
其
門
徒
ヲ
宝
性
院
卜
云
上
、
村
中
ニ
ア
リ
」
と
記
さ
れ
る
。

境
内
に
は
元
享
二
年
（
一
三
二
二
）
の
阿
弥
陀
如
来
三
尊
板
碑
（
町
指
定

文
化
財
）
や
南
北
朝
時
代
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
本
堂
に
は
木
造
如
来
形
坐

像
（
町
指
定
文
化
財
）
も
あ
る
。

か
み
あ
め
が
い
上
雨
ヶ
谷
〈
茨
城
町
〉
（
角
川
三
○
三
頁
）

巴
川
中
流
左
岸
に
位
置
す
る
、
年
月
日
未
詳
の
鹿
島
神
宮
社
領
日
記

に
「
に
し
あ
め
か
い
・
ひ
が
し
あ
め
か
い
」
が
見
え
る
（
鹿
島
神
宮
文
書
／

県
史
料
中
世
一
）
。

〔
近
世
〕
上
雨
ヶ
谷
村
江
戸
期
～
明
治
二
二
年
の
村
名
。
常
陸
国
茨

城
郡
の
う
ち
。
「
か
み
あ
ま
が
や
」
と
も
称
し
た
。
も
と
は
下
雨
ケ
谷
村

と
一
村
で
正
保
年
間
以
後
分
村
（
新
綿
常
陸
）
。
は
じ
め
佐
竹
氏
領
、
宍

戸
藩
領
を
経
て
元
禄
年
間
は
旗
本
中
山
氏
・
内
藤
氏
ほ
か
四
氏
の
相
給
、

幕
末
期
は
幕
府
と
旗
本
中
山
氏
ほ
か
三
氏
の
相
給
。
村
高
は
、
「
元
禄
郷

帳
」
二
○
○
石
余
、
「
天
保
郷
帳
」
二
二
九
石
余
・
「
旧
高
簿
」
二
三
○
石

余
。
寺
院
は
天
台
宗
法
忍
寺
。
神
社
は
帝
王
神
社
。
明
治
四
年
茨
城
県
、

同
二
年
東
茨
城
郡
に
所
属
。
明
治
二
二
年
上
野
合
村
の
大
字
と
な
る
。

〔
近
代
〕
上
雨
ヶ
谷
明
治
一
三
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
上
野

合
村
、
昭
和
三
○
年
か
ら
は
茨
城
町
の
大
字
。
明
治
二
四
年
の
戸
数
二

八
・
人
口
一
九
八
、
厩
一
四
。
昭
和
五
三
年
一
部
が
美
野
里
町
西
郷
地
と

な
り
、
同
町
西
郷
地
の
一
部
を
編
入
。

上
雨
ヶ
谷
村
現
在
ｌ
茨
城
町
上
雨
ヶ
谷
（
平
凡
二
六
四
頁
中
）

と
も
え

打
ぱ
た

巴
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
北
は
小
幡
村
。
年
未
詳
の
鹿
島
神
宮
所
領
日

記
（
鹿
島
神
宮
文
書
）
に
「
に
し
あ
め
が
い
・
ひ
が
し
あ
め
が
ど
の
地

名
が
み
え
る
。
中
世
は
宍
戸
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
天
領
と
旗
本
領
に
な
り
、
元
禄
郷
帳
「
上
雨
ヶ
谷
村
」

と
み
え
る
。
幕
末
は
天
領
九
九
・
四
石
余
で
旗
本
知
行
地
は
川
野
・
中
山
．

坂
上
（
坂
の
誤
り
）
・
曾
我
の
各
氏
が
各
三
五
・
二
石
余
（
各
村
旧
高
簿
）
。

「
新
編
常
陸
国
誌
」
に
は
「
旧
下
雨
ヶ
村
ト
合
テ
ー
村
ナ
リ
シ
ニ
、
正
保

て
い
お
う

以
後
分
レ
テ
上
下
二
村
ニ
ナ
ル
」
と
あ
る
。
帝
王
神
社
は
旧
村
祉
。
天
台

ほ
う
お
ん

ほ
う
え
ん

宗
法
恩
寺
は
小
幡
村
法
円
寺
末
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。

し
も
あ
め
が
い
下
雨
ヶ
谷
〈
茨
城
町
〉
（
角
川
四
九
二
頁
）

巴
川
中
流
左
岸
に
位
置
す
る
。
年
月
日
未
詳
の
鹿
島
神
宮
所
頭
日
記

に
「
に
し
あ
め
か
い
ひ
が
し
あ
め
か
い
」
が
見
え
る
（
鹿
島
神
宮
文

書
／
県
史
料
中
世
一
）
。

〔
近
世
〕
下
雨
ヶ
谷
村
江
戸
期
～
明
治
一
三
年
の
村
名
、
常
陸
国
茨

城
郡
の
う
ち
。
「
し
も
あ
ま
が
や
」
と
も
称
し
た
。
も
と
は
上
雨
ケ
谷
村

と
一
村
で
正
保
年
間
以
後
分
村
（
新
続
常
陸
）
。
は
じ
め
佐
竹
氏
領
、
元
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禄
年
間
は
旗
本
中
山
氏
・
内
藤
氏
ほ
か
三
氏
の
相
給
、
幕
末
期
は
幕
府
と

旗
本
中
山
氏
ほ
か
二
氏
の
相
給
。
村
高
は
、
「
元
禄
郷
帳
」
一
三
六
石
余
、

「
天
保
郷
帳
」
一
六
一
石
余
、
「
旧
高
簿
」
一
六
○
石
余
。
寺
院
は
天
台
宗

円
珠
院
（
新
編
常
陸
）
。
明
治
四
年
茨
城
県
、
同
二
年
東
茨
城
郡
に
所

属
。
明
治
二
二
年
上
野
合
村
の
大
字
と
な
る
。

〔
近
代
〕
下
雨
ヶ
谷
明
治
二
二
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
上
野

合
村
、
昭
和
三
○
年
か
ら
は
茨
城
町
の
大
字
。
明
治
二
四
年
の
戸
数
二

五
・
人
口
一
七
四
、
厩
一
二
。

下
雨
ヶ
谷
現
在
ｌ
茨
城
町
下
雨
ヶ
谷
（
平
凡
二
六
四
頁
下
）

と
も
え巴
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
西
北
は
上
雨
ケ
谷
村
（
…
上
雨
ヶ
谷
村
に
同

じ
。
：
）
元
禄
郷
帳
「
下
雨
ヶ
谷
村
」
と
み
え
る
。
幕
末
は
天
領
七
九
・
九

石
余
。
旗
本
領
は
中
山
・
川
野
・
坂
上
（
坂
の
誤
り
）
の
各
氏
が
各
二
六
．

九
石
余
で
あ
っ
た
（
各
村
旧
高
簿
）
。
「
新
編
常
陸
国
誌
」
に
よ
る
と
、
も

と
上
雨
ヶ
谷
村
と
併
せ
一
村
で
あ
っ
た
が
、
正
保
（
一
六
四
四
～
四
八
）

い
わ
ふ
ね

え
ん
じ
ゆ

以
後
上
下
に
分
村
し
た
。
石
船
神
社
は
旧
村
社
。
ま
た
天
台
宗
円
珠
院
は

と
つ
ば
だ
え
ん
ぷ
く

鳥
羽
田
村
円
福
寺
末
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。

お
お
だ
ら
大
足
〈
内
原
町
〉
（
角
川
一
九
二
頁
）

櫻
川
左
岸
台
地
に
位
置
す
る
。
二
所
神
社
古
墳
群
・
船
塚
古
墳
群
が
あ

う
（
》
Ｏ

〔
近
世
〕
大
足
村
江
戸
期
～
明
治
二
二
年
の
村
名
。
常
陸
国
茨
城
郡

の
う
ち
。
元
禄
年
間
頃
は
麻
生
藩
と
旗
本
内
藤
氏
ほ
か
五
氏
の
相
給
、
な

お
、
正
保
三
年
の
水
戸
領
と
宍
戸
領
の
村
替
で
宍
戸
領
に
移
さ
れ
た
と

い
う
（
水
戸
市
史
）
。
村
高
は
、
寛
永
一
二
年
「
水
戸
領
郷
高
帳
」
に
一

八
九
五
石
余
、
「
旧
高
簿
」
一
六
九
一
石
余
。
元
治
甲
子
の
乱
に
は
鯉
淵

勢
に
属
し
て
天
狗
勢
と
し
て
挙
兵
し
た
義
民
も
あ
る
。
社
寺
は
二
所
神

社
・
曹
洞
宗
安
国
寺
。
天
正
一
八
年
水
戸
か
ら
移
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
永
三

年
千
波
村
に
戻
っ
た
円
通
寺
の
廃
跡
を
安
国
寺
と
し
た
・
寺
域
は
、
中
世

の
土
豪
外
岡
氏
の
居
館
跡
と
伝
え
る
。
寺
は
嘉
永
元
年
焼
失
し
た
が
、
の

ち
再
興
さ
れ
た
。
明
治
四
年
茨
城
県
、
同
便
局
開
局
。
明
治
二
二
年
中
妻

村
の
大
字
と
な
る
。

〔
近
代
〕
大
足
明
治
一
三
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
中
妻
村
、

昭
和
三
○
年
内
原
村
、
同
四
○
年
か
ら
は
内
原
町
の
大
字
。
明
治
二
四
年

の
戸
数
九
四
・
人
口
五
四
○
。

大
足
村
現
在
Ｉ
内
原
町
大
足
（
平
凡
二
五
四
頁
上
）

桜
川
束
岸
に
延
び
る
舌
状
台
地
の
先
端
部
に
位
置
す
る
。
結
城
街
道

か
く
ら
い

が
村
の
中
央
を
東
西
に
貫
き
、
東
は
水
田
を
隔
て
て
加
倉
井
村
（
現
水
戸

市
）
。和
光
院
過
去
帳
（
和
光
院
文
書
）
の
天
正
九
年
二
五
八
一
）
に
「
大

足
」
と
み
え
、
当
時
は
在
地
の
土
豪
で
あ
る
外
岡
氏
が
支
配
し
た
と
伝
え

こ
し
き
ど
お
お
し
ろ
や
ま

る
。
そ
の
館
跡
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
西
木
戸
・
大
城
山
な
ど
の
地
名
が

遺
称
さ
れ
る
。
同
過
去
帳
の
同
一
二
年
に
は
「
外
岡
伯
耆
守
老
母
七
十
九

歳
」
と
み
え
、
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
の
水
戸
領
郷
高
帳
先
高
に
「
大

足
村
」
と
あ
り
、
高
は
一
八
九
五
石
余
で
あ
っ
た
。
の
ち
水
戸
藩
領
か
ら

離
れ
、
「
各
村
旧
高
簿
」
に
よ
れ
ば
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
二
藩

（
笠
間
藩
・
麻
生
藩
）
・
旗
本
領
・
天
領
お
よ
び
朱
印
地
が
錯
綜
し
た
。
元

治
元
年
二
八
六
四
）
の
水
府
乱
日
記
附
（
平
戸
文
書
）
の
八
月
六
日
に

は
、
元
治
甲
子
の
乱
に
際
し
水
戸
藩
庁
の
命
を
受
け
て
、
大
足
村
の
農
民

か
わ
わ
だ

が
「
旗
印
」
を
立
て
て
河
和
田
村
（
水
戸
市
）
に
従
っ
て
水
戸
城
下
へ
「
押

出
」
し
た
と
あ
り
、
水
戸
藩
と
強
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
足
の
地
名
は
関
東
に
広
く
分
布
す
る
ダ
イ
ダ
ラ
坊
の
伝
説
に
由
来

し
、
そ
の
住
し
た
所
と
伝
え
る
。

二
所
神
社
は
古
墳
上
に
あ
り
、
嘉
吉
三
年
二
四
四
三
）
鹿
島
大
社
を
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鎖
斎
し
、
永
禄
九
年
（
一
六
五
五
）
稲
荷
大
社
を
祀
り
、
明
治
維
新
に
際

し
て
二
所
神
社
と
称
し
た
。
旧
村
社
。

あ
ん
こ
く
じ

安
国
寺
現
在
ｌ
内
原
町
大
足
（
平
凡
二
五
四
頁
中
）

大
足
の
北
西
端
に
あ
る
。
曹
洞
宗
、
万
年
山
と
号
す
る
。
本
尊
は
釈
迦

え
ん
つ
う

如
来
。
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
円
通
寺
が
水
戸
城
下
か
ら
当
地
へ
移

っ
た
の
が
最
初
と
伝
え
、
和
光
院
過
去
帳
（
和
光
院
文
書
）
の
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
に
「
大
足
円
通
寺
」
と
あ
る
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

せ
ん
ぱ

円
通
寺
が
さ
ら
に
千
波
村
（
現
水
戸
市
）
に
移
っ
た
の
を
機
に
残
さ
れ
た

寺
名
を
安
国
寺
と
改
め
た
。
「
弘
化
四
年
五
月
一
日
、
回
禄
の
炎
に
羅
り

堂
宇
・
法
器
・
記
録
悉
く
烏
有
に
帰
し
、
其
沿
革
を
詳
か
に
せ
ず
と
云
ふ
。

今
檀
家
五
十
余
戸
、
田
林
二
町
九
反
余
を
有
す
」
（
大
日
本
寺
院
総
覧
）

と
あ
り
、
ま
た
再
三
の
火
災
で
寺
も
衰
微
し
て
い
た
が
現
在
は
再
建
さ

れ
た
。
寺
地
は
和
光
院
過
去
帳
の
天
正
一
二
年
に
み
え
る
「
外
岡
伯
耆

守
」
の
館
地
と
伝
え
、
そ
の
土
塁
や
堀
跡
が
残
る
。

い
け
の
べ
池
野
辺
〈
笠
間
市
〉
（
角
川
九
六
頁
）

ひ
い
ま

澗
沼
川
上
流
域
、
朝
房
山
の
南
麓
に
位
置
す
る
。
縄
文
時
代
の
駒
切
原

遺
跡
、
駒
切
原
古
墳
群
が
あ
る
。

〔
近
世
〕
池
野
辺
村
江
戸
期
～
明
治
一
三
年
の
村
名
。
常
陸
国
茨
城

郡
の
う
ち
。
は
じ
め
佐
竹
氏
領
、
一
時
水
戸
藩
領
、
元
禄
年
間
は
旗
本
中

山
氏
・
河
野
氏
他
旗
本
四
氏
の
相
給
、
幕
末
期
は
幕
府
と
旗
本
中
山
氏
・

河
野
氏
ほ
か
旗
本
二
氏
の
相
給
。
村
高
は
、
寛
永
一
二
年
「
水
戸
領
郷
高

帳
」
七
○
六
石
余
、
「
元
禄
郷
帳
」
一
二
二
八
石
余
、
「
天
保
郷
帳
」
一
二

三
一
石
余
、
「
旧
高
簿
」
一
二
二
九
石
余
。
寛
永
十
八
年
の
村
高
一
三
一

四
石
余
、
大
田
部
新
田
高
三
六
石
余
・
反
別
四
町
八
反
余
。
寛
文
八
年
の

新
田
開
発
は
、
大
田
部
新
田
の
高
四
六
石
余
・
反
別
九
町
二
反
余
、
甲
新

田
の
区
別
二
反
余
。
寺
社
は
真
言
宗
持
宝
院
・
宝
寿
院
・
鹿
島
明
神
（
新

編
常
陸
）
。
明
治
四
年
茨
城
県
、
同
二
年
西
茨
城
郡
に
所
属
。
明
治
二

二
年
大
池
田
村
の
大
字
と
な
る
。

〔
近
代
〕
池
野
辺
明
治
二
二
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
大
池
田

村
、
昭
和
三
○
年
笠
間
町
、
同
三
三
年
か
ら
は
笠
間
市
の
大
字
。
明
治
四

年
の
戸
数
九
○
・
人
口
六
三
二
、
厩
六
○
・
同
四
一
年
の
戸
数
一
二
五
・

人
口
七
三
八
。

池
野
辺
村
現
在
ｌ
笠
間
市
池
野
辺
（
平
凡
三
五
六
頁
上
）

あ
さ
ぽ
う

朝
房
山
の
南
麓
に
あ
り
、
西
は
大
橋
村
。
中
世
は
江
戸
氏
の
支
配
下
に

あ
り
、
村
内
に
配
下
の
小
貫
氏
の
居
館
が
置
か
れ
た
。
天
正
一
八
年
（
一

五
九
○
）
江
戸
氏
滅
亡
後
佐
竹
氏
領
と
な
り
、
元
禄
五
年
（
一
五
九
六
）

御
蔵
江
納
帳
（
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）
に
「
高
五
百
二
十
石
二
斗
三
升

此
内
七
十
三
石
六
斗
九
升
荒
池
辺
」
と
あ
る
。

江
戸
初
期
に
水
戸
藩
領
と
な
り
、
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
の
水
戸

領
郷
高
先
高
に
村
高
七
○
六
石
四
升
と
み
え
る
。
の
ち
土
浦
藩
領
・
天

領
・
旗
本
領
と
な
り
、
池
野
辺
村
明
細
指
出
帳
（
館
家
文
書
）
に
よ
る
と
、

寛
永
八
年
（
一
六
六
八
）
・
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
・
貞
享
二
年
（
一
六

八
五
）
な
ど
に
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
村
に
は
秣
場
が
五
カ
所
あ

く
ろ
い
そ
う
し
ぷ
し

り
、
黒
磯
村
・
牛
伏
村
（
現
東
茨
城
郡
内
原
町
）
な
ど
か
ら
三
○
○
文
の

運
上
を
納
め
さ
せ
て
共
有
し
て
い
る
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の
戸
数

た
か
は
ま

三
○
・
人
数
一
二
○
。
年
貢
の
津
出
し
は
高
浜
（
現
石
岡
市
）
・
小
川
（
現

東
茨
城
郡
小
川
町
）
で
行
う
。
売
物
は
薪
で
、
男
が
水
戸
城
下
に
行
商
す

テ
（
》
Ｏ

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
宍
戸
家
周
創
建
と
伝
え
る
旧
村
社
鹿
島
神
社

が
あ
る
。
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
小
貫
大
蔵
允
が
社
殿
を
造
営
し
、
の

ち
寛
文
九
年
・
天
明
三
年
二
七
八
三
）
に
も
社
殿
が
造
営
さ
れ
た
。
字

し
ゆ
く

じ
ほ
う
い
ん

宿
に
真
言
宗
の
明
了
山
持
宝
院
（
本
尊
阿
弥
陀
如
来
）
が
あ
る
。
天
正
一
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四
年
江
戸
重
通
の
創
建
と
伝
え
、
開
山
は
宥
賢
。
延
宝
五
年
館
孫
右
衛
門

の
寄
進
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る
。
中
興
開
山
は
宥
円
。

と
く
し
ゆ
く
徳
宿
〈
鹿
島
郡
鉾
田
町
〉
（
角
川
六
七
○
頁
）

ほ
こ
た

鉾
田
川
（
七
瀬
川
）
中
流
域
に
位
置
す
る
。
西
北
部
は
平
坦
地
で
あ
る

が
、
東
北
部
は
広
狭
さ
ま
ざ
ま
な
谷
地
を
形
成
、
丘
陵
は
山
林
。
縄
文
中
．

後
期
の
稲
荷
山
遺
跡
、
徳
宿
古
墳
群
が
あ
る
。

〔
古
代
〕
徳
宿
郷
平
安
期
に
見
え
る
地
名
。
「
和
名
抄
」
常
陸
国
鹿
島

郡
十
八
郷
の
一
つ
。
「
新
編
常
陸
」
は
徳
宿
・
鳥
栖
・
鎌
田
・
同
新
田
・

安
塚
・
大
戸
・
神
宿
等
」
お
よ
び
「
茨
城
郡
神
谷
等
」
に
あ
て
て
い
る
が
、

か
ま
た

神
宿
・
神
谷
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
。
ま
た
、
烟
田
（
鎌
田
）
の
地
は
の

ほ
こ
た

ち
に
徳
宿
郷
に
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巴
川
左
岸
の
鉾
田
町
鳥
栖

鳥
栖
古
墳
群
・
御
産
塚
古
墳
群
、
鉾
田
川
の
左
岸
の
同
町
徳
宿
に
は
徳
宿

古
墳
群
・
星
合
古
墳
が
あ
る
ほ
か
同
町
安
塚
の
富
士
見
遺
跡
・
深
山
遺
跡

に
土
師
器
の
散
布
が
み
ら
れ
る
。
鉾
田
川
流
域
か
ら
巴
川
左
岸
、
現
在
の

鉾
田
町
徳
宿
・
大
戸
・
鳥
栖
・
安
塚
な
ど
を
含
む
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。

〔
中
世
〕
徳
宿
郷
鎌
倉
期
～
戦
国
期
に
見
え
る
郷
名
。
鹿
島
郡
の
う

か
ま
た

ち
。
天
福
二
年
十
月
二
十
一
日
の
烟
田
朝
秀
譲
状
に
「
常
陸
国
鹿
島
郡
徳

宿
郷
内
、
烟
田
・
大
和
田
・
富
田
・
生
江
沢
」
と
見
え
、
鹿
島
氏
一
族
の

開
発
に
伴
い
所
領
化
さ
れ
た
（
烟
田
文
書
／
鎌
倉
遺
文
四
六
九
三
）
。
宝

治
元
年
十
一
月
二
十
四
日
の
烟
田
朝
秀
譲
状
に
も
「
徳
宿
郷
内
、
嫡
男
幹

黍
所
、
烟
田
・
鳥
栖
・
富
田
・
大
和
田
」
と
あ
り
、
鎌
倉
初
期
、
郷
内
に

か
ま
た

は
五
か
村
が
確
認
さ
れ
、
烟
田
・
烏
栖
・
富
田
・
大
和
田
の
四
か
村
の
地

頭
職
に
烟
田
幹
泰
が
任
じ
ら
れ
た
（
烟
田
文
書
／
鎌
倉
遺
文
六
九
三

○
）
。
弘
安
田
文
に
は
北
条
の
う
ち
と
し
て
「
徳
宿
郷
五
十
四
町
八
段

三
百
歩
同
郷
内
神
谷
戸
五
十
九
丁
少
」
と
記
さ
れ
、
当
郷
の
北
端
に

神
谷
戸
が
あ
っ
た
（
税
所
文
書
／
県
史
料
中
世
１
）
。
室
町
期
、
鹿
島
神

宮
の
修
理
に
際
し
て
、
当
郷
に
修
理
要
脚
銭
が
賦
課
さ
れ
、
正
長
二
年
十

月
九
日
の
沙
弥
某
奉
書
に
は
「
先
度
、
錐
致
催
促
、
干
今
延
引
云
々
、
重

御
教
書
如
此
…
：
・
以
猶
日
限
之
違
約
者
、
任
御
教
書
之
旨
、
可
逐
入
部
．

貢
之
状
：
：
：
徳
宿
郷
地
頭
殿
」
と
見
え
る
（
塙
又
三
郎
氏
旧
蔵
文
書
／
県

史
料
中
世
１
）
・
「
鹿
島
治
乱
記
」
の
大
永
六
年
条
に
は
「
鹿
島
郡
内
安
房
．

徳
宿
・
飯
名
・
柏
隈
。
勝
下
・
鉾
田
ヲ
但
馬
守
殿
割
渡
」
と
あ
る
（
群
害

二
二
。
天
正
一
九
年
佐
竹
氏
の
支
配
下
と
な
り
、
文
禄
四
年
七
月
十
六

日
の
中
務
大
輔
当
知
行
目
録
写
に
は
「
一
、
五
百
九
拾
九
石
七
斗
七
升

と
く
宿
」
と
見
え
る
（
佐
竹
義
秀
文
書
／
家
蔵
文
書
）
・

〔
近
世
〕
徳
宿
村
江
戸
期
～
明
治
二
二
年
の
地
名
。
鹿
島
郡
の
う
ち
。

は
じ
め
佐
竹
氏
領
、
元
禄
年
間
は
旗
本
佐
野
氏
・
稲
葉
氏
ほ
か
旗
本
セ
氏

の
相
給
、
幕
末
期
は
幕
府
と
旗
本
大
井
氏
・
宮
城
氏
ほ
か
旗
本
四
氏
の
相

給
。
村
高
は
、
寛
永
一
○
年
「
鹿
島
領
御
地
頭
分
地
高
帳
」
七
九
一
石
余
、

「
元
禄
郷
帳
」
九
三
七
石
余
、
「
天
保
郷
帳
」
九
三
五
石
余
、
「
旧
高
簿
」

九
○
五
石
宗
。
沼
尾
神
社
が
あ
り
、
武
甕
槌
命
を
祀
る
。
寺
院
は
、
天
台

宗
万
福
寺
・
光
性
寺
・
束
福
寺
な
ど
（
新
編
常
陸
）
。
明
治
八
年
茨
城
県
、

同
二
年
鹿
島
郡
に
所
属
。
明
治
二
二
年
徳
宿
村
の
大
字
と
な
る
。

〔
近
代
〕
徳
宿
村
明
治
二
二
年
～
昭
和
三
○
年
の
鹿
島
郡
の
自
治
体

名
。
徳
宿
飯
名
・
秋
山
・
大
戸
・
駒
木
根
・
舟
木
の
六
か
村
が
合
併
し
て

成
立
。
旧
村
名
を
継
承
し
た
六
大
字
を
編
成
。
村
役
場
を
徳
宿
に
設
置
。

水
田
農
耕
地
帯
と
し
て
発
達
し
た
。
明
治
二
四
年
の
戸
数
二
四
六
・
人
口

一
四
六
九
・
厩
二
○
六
・
船
五
。
同
四
二
年
の
戸
数
五
一
七
・
人
口
二
四

三
六
。
世
帯
・
人
口
は
大
正
九
年
七
一
三
・
三
五
六
二
、
昭
和
一
○
年
六

九
○
・
三
八
一
三
、
同
二
五
年
九
五
八
・
五
五
四
二
。
昭
和
三
○
年
鉾
田

町
の
一
部
と
な
り
、
村
制
時
の
六
大
字
は
同
町
の
大
字
に
継
承
。

〔
近
代
〕
徳
宿
明
治
二
二
年
～
現
在
の
大
字
名
。
は
じ
め
徳
宿
村
、
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升
三
○
年
か
ら
は
鉾
田
町
の
大
字
。
明
治
二
四
年
の
戸
数
一
○
八
・
人
口

六
六
七
、
厩
九
五
。
明
治
二
二
年
徳
宿
尋
常
小
学
校
が
駒
木
根
に
創
設
さ

れ
る
が
、
同
二
八
年
校
舎
を
建
築
し
て
徳
宿
に
移
転
。

徳
宿
村
現
在
ｌ
鹿
島
郡
鉾
田
町
徳
宿
（
平
凡
三
七
○
頁
下
）

あ
ん
ぽ
う

な
な
せ
か
わ

安
房
村
の
北
に
発
達
す
る
丘
陵
上
に
あ
り
、
村
の
中
央
を
七
瀬
川
が

貫
流
す
る
。
常
陸
大
橡
系
図
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
初
期
、
鹿
島
肥
前
守
成
幹

の
長
子
太
郎
親
幹
が
分
出
し
て
当
地
に
城
郭
を
構
え
、
子
孫
は
徳
宿
氏

を
称
し
、
以
後
、
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
期
を
通
じ
て
代
々
地
域
を
相
続
し

た
。
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
一
○
月
九
日
の
沙
弥
某
奉
書
（
塙
文
三
郎

氏
旧
蔵
文
書
）
に
「
鹿
島
社
御
修
理
婆
脚
段
別
銭
事
、
先
度
錐
致
催
促
、

干
今
延
引
云
々
、
（
中
略
）
以
猶
日
限
之
違
約
者
、
任
御
教
書
之
旨
、
可

逐
人
部
遣
貴
之
状
（
中
略
）
徳
宿
郷
地
頭
殿
」
と
あ
る
。
ま
た
文
永
二
年

二
二
六
五
）
に
孫
四
郎
幹
政
、
正
平
二
年
（
一
二
五
六
）
に
綱
幹
が

鹿
島
大
使
役
を
勤
仕
し
て
い
る
（
「
鹿
島
大
使
役
記
」
安
得
虎
子
）
。

宝
町
中
期
頃
か
ら
江
戸
氏
の
南
下
が
あ
り
、
文
明
一
八
年
（
一
四
八

六
）
三
月
に
徳
宿
三
郎
は
畑
田
氏
の
支
援
の
も
と
に
江
戸
通
長
の
軍
勢

と
戦
っ
た
が
討
死
し
、
徳
宿
城
は
落
城
し
た
（
江
戸
軍
記
）
。
天
正
一
九

年
（
一
五
九
一
）
佐
竹
氏
の
一
族
東
義
久
の
知
行
地
と
な
り
、
文
禄
四
年

二
五
九
五
）
の
中
務
大
輔
当
知
行
目
録
（
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）
に
「
高

五
百
九
拾
九
石
七
斗
七
升
と
く
宿
」
と
あ
る
。
江
戸
初
期
に
天
領
と
旗

本
領
に
分
割
さ
れ
、
寛
永
一
○
年
二
六
三
三
）
の
鹿
島
郡
中
高
改
帳
に

よ
れ
ば
村
高
七
九
八
石
余
。
幕
末
は
天
領
三
四
七
石
余
の
ほ
か
、
大
井
氏

ら
が
五
氏
が
領
し
た
（
各
村
旧
高
簿
）
。

（
群
馬
県
立
盲
学
校
教
諭
）


